
令和4年度の

安全・安心に暮らせるための取り組みの充実

豊浦町の魅力としての環境保全・活用
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商工業の振興

防災体制の構築

再生可能エネルギーによる
まちの活性化

観光の振興

交通安全の推進

自然との共生

　「とようら住宅リフォーム券事業」「行政連携ポ
イント付与事業」に引き続き支援し、地域内循環
による経済活性化、消費の地域外流出の抑制を図
ります。雇用の創出については、商工会が取り組
む「起業化促進雇用創出応援事業」に対して引き
続き支援します。

　自主防災組織の育成、未組織自治会への組織化
奨励、および各避難所の備蓄品の充実を計画的に
推進します。

　バイオガスプラントの安定稼働のため、原料や
液肥処理を適正に管理活用し、循環型まちづくり
の推進と地域経済の活性化に努めます。

　「一般社団法人 噴火湾とようら観光協会」が
「日本版DMO候補法人」から「日本版DMO」へ
の本登録に向け連携して進めます。長引くコロ
ナ禍により観光協会の自主事業を思うように実
施できない難しい状況でありますが、引き続き
本町の観光事業の推進に努めます。

　豊浦小学校周辺について、国土交通省と連携
しながらハンプを設置し、その効果を検証し、今
後の交通安全施策を推進します。

　アイヌ文化は、自然と共生し、自然の恵みを神
と崇める中から生まれたものであり、本年度は、
音楽祭の開催と豊浦アイヌ協会における伝承者
の育成を図ります。
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